






































































































































食　　料　　品 22 13 12 14 6 67
繊 網　・・ 54 9 22 4 135
；衣服・その他の
繊維製晶
1 9 7 16｝ 0 33
木工・家則2gl・4 14 15 1 83
難
? 32i325 14 7 90
窯業・土剣29 20 3 8 0 60
機械・金　属 20 22 7 8 1 58






























































1害甥轄全謝 ・5・・1 12．2 11．0 ・…1
輸出型産矧 　　66（12．4） 16，394　　　　　192，820（14．2）　　　　　（18．7） 27，848　　　1，029，697（18．4）　　　　　　（78．5） 37．0
中小製造業全体に
占める割合　（％） 2．2 2．3 2．0
・8・・i
内需型産地 　467（87．6） 99，301（85．8） 838‘615　　　　123，574（81．3）　　　　　（81．6） 2器iチ1剥 2．3
1害鰐鱗全騰
?













60 年 14，396社 228，313名
61 年 13，988社 218，086名













































































































































・・％㌧’、：・． 7，748百万円 市内購入 県内購入 県外購入
63．6％
???? ?｝?? ????






























































































































































































































9．0 8£8∬ 84 95 8．7　　　8．2





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1　賃金より職種重視 一．3764 一．1521 一．1765
2　自由時間の希望 一．5614 一．2417 ．1437
3　仕事での生きがい ．2139 一．6119 ．0237
4　定年までの現職希望 ．1721 ．6198 一．4805
5　仕事による人格形成 ・・2・71－・・233 ．4308
6　仕事上の男女平等 ．1210 一．0624 一．2269
7　自己の仕事への誇り ．5182 ．0034 ．6330
8　職揚での仕事重視志向 ．0805 一．4569 一．1216
9　能力発揮の企業希望 一．5121 ．3157 ．3005
a　高価格ブランド志向 一．3314 一．5903 ．5689
b　情報収集による高級品購入 ．3307 一．2057 ．7219
c　有名店による商品購入 ．3407 ．0246 一．2733
d　余暇でのレジャー活動 一．5460 ．2236 ．2054
e　流行に無関係な生活 一．4232 ．3109 ．1026
f　商品購入による多大の出費 ．0989 一．0256 一．2284
9　貯蓄より消費志向 一．2053 ．4999 ．1819
h　クレジット・カードによる商品購入 一。1295 ．0596 一．2869
休日のショッピング 一．3609 一．5309 一．3217















有　意水　準 ．000 ．000 。003
労働観について
　「仕事への誇り」
　「定年での現職希望」（マイナス）
　「仕事による人格形成」
消費意識について
　「情報収集による高級品購入」
　「高価格ブランド志向」
といった関係が指摘された。
以上の結果は，
一65一
　　　　　　　　　　　　　　　　明治大学　社会科学研究所紀要
　タイプ1は，自由時間がなく能力発揮できなくとも，その仕事が自慢できるならよい（労働観），
レジャーが楽しめなくともよい。しかし流行には敏感である（消費意識）ということで，一般に有名
企業，大企業に従事し，個性埋没な点が評価される。流行には無関心でないが，余暇にレジャーを楽
しむ精神的な余裕をもたない「大企業および公共機関に従事する生活者」といえる。
　タイプ2は，現職には生きがいが感じられず，そのうち転職も考えている（労働観）。高価格でな
いブランド品を購入，ショッピングもあまりしない。しかし消費志向である（消費意識）。このこと
は絶えず転職を考え，ノーブランド，低価格品に対し抵抗なく購入，ショッピングはあまりしない
「中小企業に従事するか，自営業を営む生活者」といえる。
　タイプ3は，定年まで現職でいることを希望しない。しかし仕事への誇り，人格形成を考えている
（労働観）。なお高級品，高価格のブランド品を購…入（消費意識）ということで，よりよい職場や仕
事を求め，能力発揮，人格形成を考えている。高級品，有名ブランド品を所有している「自由業，ま
たはサービス業の生活者」といえる。
　以上大都市生活者には，これらタイプが支配的で，それぞれ労働観，消費意識が理解されて，そこ
から特有のライフスタイルが確認されると思われた。
9．要　約
　情報化社会において，大都市生活者が充実した目常生活を営むためには，情報の種類，選択に大き
な意味をもつと思われる。しかし情報は，ときには生活者にとって生活事件（Life　Events）のスト
レッサーとして，生活者のステイタス変化，ライフスタイル変化を誘発することになる。
　教育水準，所得水準の高い現代の生活者の側から，以上のような社会状況において，現代社会をど
う評価し，どう計画的に克服，適応しようとするのか，である。そこで「生活設計の確認性」が検討
され，その確認性により，生活者は自己の生活水準のレベル・アップするために，その規定因につい
て注目された。単に中流意識の強い生活者の消費生活の側面に限定されることなく，労働観とのバラ
ンスの上で検討された。つまりマーケティングでは，生活者の労働観と消費意識の均衡の上で政策が
立案されるべきと思われる。
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